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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

ご
ろ
か
ら
町
政
運
営
に
対
し
ま
し
て
格
別
な
る

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

早
い
も
の
で
、
私
が
町
長
に
就
任
し
て
8
回

目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
町
の
人

口
も
3
万
5
千
人
か
ら
4
万
3
千
人
を
超
え
、

活
気
あ
ふ
れ
る
町
へ
と
着
実
に
発
展
を
続
け
て

お
り
、
町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、

「
安
心
安
全
・
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
基

本
理
念
の
も
と
、
町
行
政
を
担
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
町
内
に
は
新
た
に

民
間
の
保
育
園
が
3
か
所
開
設
さ
れ
、
老
朽
化

の
進
ん
で
い
た
小
針
小
学
校
の
体
育
館
を
新
設

い
た
し
ま
し
た
。
更
に
は
、
医
療
費
の
無
料
化

を
こ
れ
ま
で
の
未
就
学
児
ま
で
か
ら
、
中
学
校

卒
業
ま
で
拡
充
す
る
な
ど
、
更
な
る
子
育
て
支

援
を
図
り
、
充
実
し
た
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
と
津
波
に

よ
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、

数
多
く
の
被
災
さ
れ
た
方
々
が
未
だ
に
不
自
由

な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
被
災
さ
れ

た
方
々
に
改
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
、
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
ギ
リ
シ
ャ
国
内
の
財
政
悪
化
に
端
を

発
し
た
世
界
的
な
経
済
の
混
乱
、
円
の
史
上
最

高
値
更
新
な
ど
、
わ
が
国
の
経
済
も
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
平
成
24
年
度
の
歳
入
に

つ
い
て
も
、
固
定
資
産
税
の
大
幅
な
減
収
や
、

国
か
ら
の
交
付
金
の
削
減
等
に
よ
り
、
歳
入
の

伸
び
を
期
待
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、
他
の
市

町
村
同
様
、
大
変
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
町
民
の
皆
様
と
行

政
が
協
力
し
合
い
、
持
て
る
知
識
と
知
恵
を
最

大
限
に
発
揮
し
、
今
後
の
伊
奈
町
の
更
な
る
発

展
の
た
め
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
も
伊
奈
町
総
合
振
興
計
画
に
定
め
る

「
自
然
と
調
和
し
た
、ふ
れ
あ
い
・
安
心
安
全
・

住
み
よ
い
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、
引
き
続

き
行
財
政
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、
住
民
本

位
の
行
政
を
第
一
に
考
え
、
皆
様
の
目
線
に
立

っ
た
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
伊
奈
中
学
校
校

舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
町
立
の
小
中
学
校
全
て
の
耐
震
化

が
完
了
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
い
な
穂
街
道
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル

丸
山
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
交
通
・

都
市
基
盤
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
だ
れ
も
が
安
心
安

全
に
暮
ら
せ
る
伊
奈
町
の
実
現
に
向
け
、
各
種

の
施
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年
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●
平
成
23
年
度
伊
奈
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
＝
既
定
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
4,
5
7
8
万
3
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
1
0
6
億
7
4

2
万
1
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

（
そ
の
他
の
補
正
予
算
）

・
平
成
23
年
度
伊
奈
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）

・
平
成
23
年
度
伊
奈
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

●
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の

職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

＝
障
害
者
自
立
支
援
法
等
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

●
伊
奈
町
都
市
計
画
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
＝
大
針
地
内

氷
川
地
区
の
公
共
下
水
道
を
整
備

す
る
た
め
、
当
該
地
区
を
新
た
な

負
担
区
と
し
て
定
め
、
事
業
に
要

す
る
費
用
の
一
部
と
し
て
受
益
者

負
担
金
を
徴
収
す
る
た
め
に
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

●
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
＝

学
園
二
丁
目
95
番
26
地
先
か
ら
学

園
二
丁
目
93
番
23
地
先
、
学
園
二

丁
目
95
番
40
地
先
か
ら
学
園
二
丁

目
95
番
39
地
先
、
学
園
二
丁
目
95

番
39
地
先
か
ら
学
園
二
丁
目
94
番

13
地
先
お
よ
び
西
小
針
三
丁
目
23

番
12
地
先
か
ら
西
小
針
三
丁
目
23

番
2
地
先
ま
で
を
新
た
に
町
道
と

し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
＝
伊
奈
町
立
図
書
館

の
管
理
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者

を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

・
指
定
管
理
者
　
株
式
会
社
図
書

館
流
通
セ
ン
タ
ー

・
期
間
　
平
成
24
年
4
月
1
日
か

ら
平
成
29
年
3
月
31
日

◆
埼
玉
県
知
事
賞
【
里
芋
】

齋
藤
　
榮
一
（
柴
中
荻
）

◆
埼
玉
県
さ
い
た
ま
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
所
長
賞
【
キ
ャ
ベ
ツ
】

大
石
　
善
�
（
丸
山
）

◆
さ
い
た
ま
地
区
農
業
改
良
普
及

協
議
会
長
賞【
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
】

野
本
　
和
男
（
大
針
）

◆
上
尾
・
桶
川
・
伊
奈
農
業
委
員

会
連
絡
協
議
会
長
賞
【
柿
】

内
田
　
豊
（
大
針
）

◆
伊
奈
町
長
賞
【
日
本
な
し
】

秋
山
　
稔
（
小
貝
戸
）

◆
伊
奈
町
議
会
議
長
賞
【
日
本
な

し
】長

島
　
正
勝
（
柴
中
荻
）

◆
伊
奈
町
農
業
委
員
会
長
賞
【
日

本
な
し
】

濱
野
　
正
行
（
大
針
）

◆
あ
だ
ち
野
農
業
協
同
組
合
代
表

理
事
組
合
長
賞
【
人
参
】

大
石
　
和
雄
（
丸
山
）

な
お
、
11
月
25
日
に
役
場
に
お

い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
梨
（
幸

水
）
お
よ
び
巨
峰
の
共
進
会
受
賞

者
も
併
せ
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
幸
水
・
巨
峰
の
入
賞
者
は
、
広

報
い
な
9
月
・
10
月
号
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。）

5

11
月
5
日
、
伊
奈
中
学
校

体
育
館
に
お
い
て
農
産
物
共

進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
3
7
点
の
野
菜
・
果
樹

な
ど
が
出
品
さ
れ
、
特
賞
に

8
点
、
1
等
に
6
点
、
2
等

に
10
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

特
賞
に
選
ば
れ
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

平
成
23
年
12
月
定
例
議
会
は
、
11
月
29
日
に
開
会
し
、
平
成
22
年
度
決
算（
8
件
）

を
認
定
、
ま
た
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
町
長
提
出
の
議
案
9
件
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
12
月
13
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

主
な
町
長
提
出
議
案

12 
月
定
例
議
会

月
定
例
議
会�
12 
月
定
例
議
会

月
定
例
議
会�
12 
月
定
例
議
会�

農
産
物
共
進
会
入
賞
者

農
産
物
共
進
会
入
賞
者�

農
産
物
共
進
会
入
賞
者

農
産
物
共
進
会
入
賞
者�

農
産
物
共
進
会
入
賞
者�

　
去
る
11
月
29
日
、
埼
玉
会
館
に
お
い
て
埼
玉
県
更
生
保

護
大
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
で
伊
奈
町
の
2
名
の
保
護

司
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
表
彰
は
、
長

年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。�

�

さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
長
表
彰�

　
　
荻
津
ひ
ろ
み
氏
（
中
央
）�

埼
玉
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表
彰�

　
　
小
林
　
繁
正
氏
（
小
針
新
宿
）�

保
護
司
に
表
彰
状

保
護
司
に
表
彰
状�

保
護
司
に
表
彰
状

保
護
司
に
表
彰
状�

保
護
司
に
表
彰
状�
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